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1. 緒 言

住宅内装材料は,種々の原因に基づく住宅内湿度の変動を,吸放湿により緩和するため,住宅内において

自然の湿度調節作用が行なわれている｡その度合は,材料の吸放湿量,吸放湿速度,表面積に大きく依存す

ると思われるので,材料の温度調節能の定量的評価には,これらが敏感に反映する測定方法を必要とする｡

筆者らは先に,吸湿 ･放湿両過程における湿度調節の度合を簡便かつ定量的に比較することを目的とし

て,真空系を応用した装置を考案し,16種の材料について,その湿度調節能を測定した1)｡ その結果,木材

および木質材料は,一般に金属材料,窯業材料,プラスチック材料に比較して,湿度調節能に優れているこ

とを明らかにした･本報では,さらに広範囲の市販内装材料についてその調湿特性を調べ,調湿能の観点か

ら内装材料を分類した｡

2. 実 験

2-1供 試 材 料

供試材料として42種類の市販の内装材料を用いた｡Tablelに材料の種類とその厚さを示す｡表中インシ

ュレーションボードA,Bとあるのはそれぞれ表面無処理,表面塗装 (小穴有)したものである｡シ-ジン

グボードはインシュレーションボ-ドにアスファルトを含浸したものである.石膏ボードA,B,Cとある

のはそれぞれ無処理,表面紙張 (直径 6mm の穴有),表面紙張であり,アングロボードは石膏ボードに表

面紙張したものである｡アスベスト板 (表面ビニル張)A,Bとあるのは,表面の柄が異なるもので本質的

に同じものである｡ さらに,木材についてその厚さ,比重および表面積と湿度調節能の関係を調べるため

Table2に示す試料を用いた｡

2-2装置と実験方法

Fig.1に装置の略図を示す｡一面が開放したスティ-ル製箱 (20×20×30cm)の5内面に上記材料を張

りつけた供試体 Ⅰを 20oC,65% 氏.H･の条件で1週間以上放置した後,真空乾燥器 H (容積 27り に挿

入する｡コックa,bを閉じ,蒸気溜めF(401)をロ-タリ-ポンプAにより十分排気し, コックCを閉

じた後 bを開き50oCで蒸気発生管 D より水蒸気を発生させ,40分間 Fに溜める｡次に b,dを閉じ,コ

ックa,Cを開いて20分間H内を排気する｡その時のH内における湿度を毛髪湿度計J(アスマン湿度計で

* 第29回日本木材学会大会 (1979年 7月,札幌)において発表した･

**木材物理部門 (DivisionorWoodPhysics)
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Tablel 供試材料の種類とその厚さおよびⅩ,y値
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牧 ･ほか :内装材料の調湿特性

A.厚さ依存性

Table2 供試材料の種類*1)とその厚さ

B.比重依存性

Fig･1 測 定 装 置

A:ロ-タ 1)-ポンプ B:トラップ C:マホ- ビン

D:蒸気発生管 E:シリコンオイル(50oC) F:蒸気溜め

G:ガイスラー管 H:真空乾燥器 Ⅰ:試験体

J:毛髪湿度計 a-d:コック

補正)で読み,時間0分における値とする｡その後,a,bを閉じdを開き,再び aを開いて15分間水蒸気

をH内に流入させ,a,dを閉じ45分間放置する｡次いで,コック C,aを開き15分間 H 内を排気した後 a

を閉じ45分間放置する｡この過程を繰返しH 内の湿度変化を経時的に測定する｡ なお,FとH 内の温度

は20℃ である｡

3. 結 果 と 考 察

測定結果を Fig･2-43に示す.図において時間 t分における関係湿度を r(%)とし｡∫(135)-∫(120)

をⅩ値,∫(135)-∫(180)をy値とする｡Ⅹ値は水蒸気流入時の材料による水分吸着の度合を示す量で材料

の吸湿能 および透湿能共に大きい程流入水蒸気を多量に吸着するので,乾燥器内の湿度の上昇は小さくな

るO従って,Ⅹ値が小さい程材料による水分吸着量は大きい｡一万,y値は水蒸気流入停止後の材料による

残存水蒸気の吸着の度合を表わす量で,y値の小さいものは材料の吸湿能が小さいか,材料の吸湿能および

透湿能ともに非常に大きく,水蒸気流入時に流入水蒸気を十分多量に吸着したことにより水蒸気流入停止後

において水蒸気の吸収をそれ以上必要としなかったためかのいずれかに基づき,y値の大きい ものは吸着能

は比較的大きいが 吸着速度が遅いものである｡従って, Ⅹ値とy値には水蒸気の吸着量と拡散速度が関係

し,従ってⅩ値とy値の組み合わせにより材料の調湿能を評価することができる｡材料のX,y値をTable1
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Table3 材料のタイプ分け

パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド
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シ ー ジ ン グ ボ ー ド
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に示す｡また,材料の調湿能の度合を評価するために縦軸にⅩ値を,横軸にy値を選び材料を比較したのが

Fig･44である｡測定値の集中の様子から判断して5つのグル-プに分割するのが適当と思われる｡ いま,

縦軸から横軸に向う角度を pとすれば,グ)i,-プⅠは V'秤 ≧25,00≦p≦450の範囲にあるもの,グル

-プⅡ-1は,25≦Jx年 中≦35,150≦?≦450,グル-プⅡ-2は 35<V'両 ≦52,150≦p≦45O,グルー

プⅢは 35≦J両 ≦52,00<p≦150,グル-プⅣは ノ妄百子乎 ≧52の範囲に属するものである｡ グルー

プⅠには,パ-ティクルボード,インシュレ-ションボ--ド,ハードボ-ド等の木質材料が属し,これらは

湿度調節能に最 も優れた材料である｡インシュレーションボードの場令,表面に塗装が施 されていて も多数

の小穴がある場合やシージングボ-ドのようにアスフ7ル トが含浸きれていて も調湿能はわずかしか低下し

ないようである･グループⅡ-1には,木材,合板 (表面無処理),つき板合板,ケイ酸カルシウム板,石膏

ボ-ド等が,グループⅡ-2には, プリント合板類が属している｡ グル-プⅡ-1はグル-プⅡ-2に比較し

て吸湿能に優れてお り, グループⅡ-1に属するものでも表面に塗装等の樹脂加工されると調湿能に遅延現

象が認められ, グループⅡ-2に移行する｡ グループⅢにはコンクリー ト,プラスチック,ゴム,ロックウ

ール等が属する｡ グループⅡとグル-プⅡ-1の違いは y値にあるが,y値の小さいグループIIIのものは本

質的に吸湿能に劣るものであって,吸着速度が小さいことによるものではない｡グループⅣは非吸湿性のプ
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ラスチック類.金属,ガラス類が属している.供試材料をグル-プ分けした結果がTablC3に示してある｡

木材についてその厚さ別の測定結果を Fig･45-50に示すO図から明らかなように,厚さが薄くなるにつれ

て調湿能は低下する｡ X,y値共に厚さが 3mm 以下になると急激に変化するので,かなり短時間における

木材の吸放湿には厚さ 3mm ぐらいの層が主体的に調湿現象に関与していると考えられる｡ 厚さ 0･3mm

ぐらいになると調湿のために必要な水分の保有量が十分でないために調湿能が著しく低下し,グループⅣに

分寮きれるようになる｡したがって,実際の住宅において十分な湿度調節を期待するには少なくとも3mm

以上の厚さを必要とすると思われる｡

次に比重と調湿能との関係について詞べたのが Fig･51-53である｡木材の厚さが等しい場合比重が大き

いものほど吸放湿にあずかる細胞壁成分を多く含むことになり,当然調湿能は上昇するはずである｡図から

明らかなように単板厚さ 0･8mm の結果では,比重が大になる樫調湿能は明確に向上している｡

さらに,表面積と調湿能について調べたのが Fig･54-58である. 気積に対する内装表面積が減少すれ

ば当然調湿能は低下するはずであり,5mm 合板を用いた結果からその様子が 明確に認められる｡面積が

0.04m2 に減少するとほとんどグループⅣに近くなる｡

以上の結果より,材料の調湿能は5つのグループに分類するのが適当であって,パ-ティクルポ-ド,イ

ンシュレ-ションボード,ハ-ドボード等の木質材料および木材は調湿能に優れたグル-プⅠおよびⅡ-1

に属し,これらは一般に他材料に比較して調湿能において特に優れていると結論づけられる｡

文 献

1)則元 京,山田 正 :木質材料の湿度調節機能,木材工業,29,301(1974)･

- 86-


